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事
務
事
業
の
実
績

所
管

区民部

年度

委託内容
国・都

（回）親子遊びプログラム開催数　　　　 153

7,790

29,617

（日） 294 293

長期総合
計画体系

 [基本目標]

１８歳未満の子供とその保護者

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

事業区分

施設運営

平成２９年度　事務事業評価シート

（１）安心して子育てできる環境づくり

児童福祉法、子ども・子育て支援法、
台東区子ども家庭支援センター条例、同施行規則

根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
175

子育てに関する相談や子育て支援事業を通じ、子供と家庭を支援し、区民が安心して子供を生み育てることができる地域環
境の形成を図る。

5,111

926

217

親子遊びプログラム人形劇実施委託
複合施設保守管理委託
複写機保守委託

一部委託

・子供と家庭の相談及び助言に関すること
・子育て中の親同士の交流の場及び子供の安心・安全な遊び場の提供等子育て支援に関すること
・子育てに関する情報提供及び啓発に関すること
・子育てサークル及び子育てボランティア育成等の地域組織化に関すること
・子供と家庭支援に関する関係機関との連携及び調整に関すること

補助金の有無

事業対象

事務事業名 台東子ども家庭支援センター運営

　

子ども家庭支援センター

行政計画 事業NO. 191 計画事業名
事業の開始・終了年度

子ども家庭支援センター運営

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

①子どもを生み育てる世代への支援

法令（義務） 〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

0

20,229

7,248

33,446

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

32,135

39,383

826

36,667

0

28,876

近隣関係機関である台東児童館と連携を図り合同運動会を実施した。
ひろば利用者の育児不安を軽減するため、専門相談員による相談事業「おおきな木」の実施回数を増やした。
ひろば職員による親子ふれあい遊び「ハッピータイム」を毎週開催し参加者の増加を図った。

0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 29,661

880

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

今後の方向性

36,666

7,006

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

台東子ども家庭支援センターは、親子が安心して利用でき、気軽に育児相談ができる子育て
支援施設として地域に根付いている。利用者相互間の交流や情報交換も盛んに行われており
地域ぐるみで子育てに悩む親の負担感・不安感の軽減に貢献している。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

子ども家庭支援センターは、子供の安心安全な遊び場を提供し、子育てに関する悩みを持つ親に対する情報
提供や育児相談を行う地域子育て支援の拠点である。親子遊びプログラム参加者数が増加しており区民の
ニーズは高い。

維持

評
価
結
果

平成２８年度のセンター利用者数は減少しているが、親子あそびプログラムの参加者は順調に増加しており、
子育てに関する情報提供や、仲間づくりという子育て支援を実施できている。

3 親子あそびプログラムの実施について外部講師に委託するだけでなく、専門職員が中心となって直接実施す
るなど手段の適切性の確保に努めている。

4必要性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

6,123

20,626

成果指標
相談件数

30,672　人にかかるコスト（人件費など）

日本堤子ども家庭支援センターと連携することで、様々な分野の専門知識を活用することができ、利用者の
状況に応じた適切な情報提供や育児相談対応を行っている。

目標値

250

293

あそびひろば利用者数

相談実施

23,070

720

25,000 25,934（人）

293

864

開設日数　　　　　　　　　　　　　　

5,115

種　別

24,242

823

指標の名称 (単位)
（３０年度）

２６年度

（件）

　決算額　　(単位：千円) 20,089

２７年度 ２８年度


